
　名鉄西尾・蒲郡線（にしがま線）の利用促進鉄道イベ
ント「鉄研」が９月１０日に、幡豆いきいきセンターで
行われました。地域の大切な公共交通機関であるにし
がま線を盛り上げようと開催されたこのイベント。石
炭で走るミニＳＬの乗車体験や「にしがま焼きそば」
の販売、東幡豆小学校６年生による「にしがま線存続
に関する学習」の発表などが催されました。巨大ジオ
ラマでの赤い電車の鉄道模型Ｎゲージの展示や運転体
験では、大人も子どもも釘付けになっていました。

乗 って残そうにしがま線
鉄研―にしがま線利用促進イベント

　９月１０日、横須賀公園運動場で第７回西尾市消防団
消防操法発表会が行われました。消防団員の技術の向
上と士気高揚を図るために開催され、一色・吉良・幡
豆の３消防団の８分団がポンプ車操法で競い合いまし
た。仕事の傍ら日々訓練を重ねてきた団員たちは、た
くさんの観客が見守る中、ポンプ車から迅速にホース
を伸ばし、火点目掛けて正確な放水を披露しました。
審査の結果、一色東部分団が最優秀賞、幡豆第２分団
が優秀賞となりました。

磨 き上げた消防操法技術を披露
第７回西尾市消防団消防操法発表会

　三河一色大提灯まつりが８月26日・27日の両日、一
色町の諏訪神社で行われました。26日の午前から祭り
の準備が始まり、６組の氏子たちがカグラサンと呼ば
れる万力を使って大提灯12張りをつり上げました。午
後７時から巨大ろうそくに御神火を移し、献灯。境内
が大勢の人でにぎわう中、ろうそくが全ての提灯につ
るされると祭りは最高潮に達しました。また、祭りに
先立ち、26日の午後に一色地域交流センターで「三河
一色大提灯まつりシンポジウム」も行われました。

幻 想的な時代絵巻が浮かび上がる
三河一色大提灯まつり

　８月２１日～２６日に、２０１７ハワイアンフェスティバル
ｉｎ吉良ワイキキビーチが行われました。フラダンスの
発表会「ホイケ」には、県内外から約1,000人の愛好家
が出演。笑顔いっぱいに踊り、南国の雰囲気を演出し
ていました。日が暮れると、本場ハワイから招いたポ
リネシア・カルチャー・センターのダンスチームによ
るショーを開催。ファイアーダンスなどの迫力ある演
舞に大きな歓声と拍手が送られました。６日間で延べ
約３５，０００人が訪れ、吉良の夏を満喫しました。

 
２０１７ハワイアンフェスティバル

電 車で行けるハワイで夏を満喫
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　第６９回西尾・
米津の川まつり
が８月１５日、矢
作川米津橋下流
で開催されまし
た。朝方降った
雨で開催が危ぶ
まれていました
が、午後７時か
ら始まった万灯
流しには大勢の
方が訪れ、戦没
者や水難者の供
養に手を合わせ
ていました。そ
の後に行われた
花火大会では、
仕掛け花火やスターマインなど、3,000発を超える色
とりどりの花火が次々と打ち上げられました。夜空を
華やかに彩る大輪の花に、会場からは大きな歓声が沸
き起こっていました。

西尾・米津の川まつり
大 輪の花火が華麗に競演

中畑小学校で８月１９日、子ども会が主催の野外研修
が行われました。午前中は、竹を組み合わせて流しそ
うめんの仕掛けを製作。保護者の指導でそうめんをゆ
でた後は、流しそうめんで大はしゃぎ。そうめんの他、
ブドウやプチトマトなども流され、ひとときの涼を楽
しみました。空気砲などの科学実験と、ペットボトル
炊飯を取り入れたカレーライスづくりの後は、子ども
たちが一番楽しみにしていた肝試し。子どもたちにと
って、忘れられない夏の思い出となりました。

夏 の思い出づくりに流しそうめん
中畑小学校子ども会が野外研修

　西尾中学校２年生２３３人が８月２３日・２４日に、市内
外約８０か所の事業所などで職場体験学習を行いました。
市消防本部では、６人の生徒がロープ結索訓練などに
取り組み、レンジャー体験で強風に耐えて綱を渡る姿
からは普段とは違った大人びた表情を垣間見ることが
できました。有意義な体験をした生徒は「学んだこと
を日常生活にも生かしたい」と語っていました。

※この記事は、市秘書課広報担当で職場体験をした西尾中学校
２年生の山本蒼さんが取材・撮影し、作成したものです。

憧 れの仕事を一生懸命に体験
西尾中学校職場体験学習

　９月３日、市国際交流協会による「外国人のための
防災セミナー」が総合福祉センターで開催されました。
ベトナムやフィリピン、ブラジル、中国などの国籍を
持つ外国人約１２０人の参加者は、地震や津波などが起
きたときに取る行動や避難所などについて、映像や実
践を交えて学びました。また、災害時ごとのサイレン
を聞き比べたり、翻訳メガホンを体験したりして、い
つ災害が起きても困らないよう、防災の知識を深めて
いました。

災 害が起きても困らないように
外国人のための防災セミナー
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